
巻
の
八  

歌
声
が
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
な
る
　

　
　
　
　
　
　
　 

オ
リ
ー
ブ
コ
ー
ラ
ス

仲の良さが自慢という国府ソフトボールスポーツ
少年団の仲間たち

ひたむきに練習する団員たち

パートに分かれ、練習に精を出すオリーブコーラスの皆さん

　
毎
週
金
曜
日
、
練
習
場
と
な

る
牛
窓
分
館
か
ら
美
し
い
歌
声

が
聞
こ
え
ま
す
。
ソ
プ
ラ
ノ
・

メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
・
ア
ル
ト
の
パ

ー
ト
に
分
か
れ
て
美
し
い
ハ
ー

モ
ニ
ー
で
、
曲
を
歌
い
ま
す
。

先
生
か
ら
歌
の
強
弱
や
歌
い
方

の
細
か
い
指
示
を
受
け
、
納
得

の
い
か
な
い
と
き
は
何
度
も
同

じ
箇
所
を
練
習
し
ま
す
。

　
オ
リ
ー
ブ
コ
ー
ラ
ス
が
発
足
し
、

は
や
30
年
以
上
。
現
在
は
19
人

の
会
員
が
楽
し
く
練
習
し
て
い

ま
す
。
年
４
回
程
度
の
ス
テ
ー

ジ
発
表
を
し
、
５
〜
６
曲
の
新

曲
を
練
習
し
ま
す
。

　
「
歌
詞
の
意
味
を
理
解
し
な

が
ら
表
現
し
ま
し
ょ
う
。
聞
く

人
の
気
持
ち
も
考
え
て
」
と
的

確
な
指
示
を
し
な
が
ら
も
ユ
ー

モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
吉
川
先
生
。

練
習
の
合
間
に
は
笑
い
声
が
絶

え
ま
せ
ん
。

　
皆
さ
ん
も
コ
ー
ラ
ス
を
始
め

ま
せ
ん
か
。
新
入
部
員
さ
ん
、

大
歓
迎
で
す
。

★
練
習
日
　
毎
週
金
曜
日

　
　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
９
時

★
講
　
師
　
吉
川
美
和
子
さ
ん

★
会
　
員
　
19
人

★
会
　
費
　
月
１
、５
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

　
原
野
　
輝
子
さ
ん

　
　
０
８
６
９
―
３
４
―
３
９
５
１

ひたむきに練習に励む
　国府ソフトボールスポーツ少年団

　
「
塁
に
出
れ
た

と
き
は
う
れ
し
い
」
。

ひ
と
み
を
輝
か
せ

て
話
す
国
府
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
団
員

た
ち
は
、
懸
命
に

走
り
、
ボ
ー
ル
を

追
い
掛
け
ま
す
。

　
練
習
拠
点
の
国

府
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
、
最
初
の

１
時
間
は
全
員
で

投
げ
る
・
打
つ
・
捕
る
の
基
礎
練

習
。
そ
の
後
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
組
と

低
年
齢
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
紅
白
試
合
を
行
う
な
ど
実
践

的
な
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
保
護
者
も
子
ど
も
た
ち
に
か

か
わ
る
良
い
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
、

指
導
と
応
援
を
兼
ね
て
積
極
的

に
練
習
に
顔
を
出
し
ま
す
。

　
単
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
が
強
く

な
る
だ
け
で
な
く
、
あ
い
さ
つ

や
礼
儀
、
こ
の
年
齢
に
必
要
な

人
間
形
成
を
目
的
に
、
ひ
た
む

き
に
練
習
。

　
キ
ャ
プ
テ
ン
の
松
下
哲
大
君

（
12
歳
・
長
船
町
磯
上
）
は
、
「
み

ん
な
仲
良
く
ま
と
ま
っ
て
い
る
。

県
大
会
出
場
を
目
指
し
た
い
」

と
力
強
く
話
し
ま
し
た
。

★
代
表
者
　
佐
藤
満
さ
ん

　
　
０
８
６
９
―
２
６
―
４
６
４
８

★
活
動
日
　
毎
週
土
・
日
曜
日

　
　
　
　
　
午
前
８
時
〜
正
午

★
団
　
員
　
31
人

★
会
　
費
　
年
５
、
０
０
０
円

　
長
船
町
西
須
恵
の
須
恵
古
代

館
か
ら
南
に
進
む
と
墳
長
約
82

メ
ー
ト
ル
、
一
部
に
二
重
周
濠

を
も
つ
前
方
後
円
墳
「
築
山
古

墳
」
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
築
山
古
墳
の
後
円
部
を

登
る
と
頂
上
に
石
棺
が
露
出
し

て
い
ま
す
。
石
棺
を
よ
く
見
る

と
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
、
苔
が
生

え
て
黒
ず
ん
で
は
い
る
も
の
の
、

や
や
ピ
ン
ク
が
か
っ
た
色
彩
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な

ん
と
、
こ
の
石
棺
は
遠
く
阿
蘇

山
の
麓
か
ら

運
ば
れ
て
き

た
石
材
「
阿

蘇
ピ
ン
ク
石
」

で
で
き
て
い

た
の
で
す
。

阿
蘇
ピ
ン
ク

石
は
、
今
城

塚
古
墳
（
継
体
天
皇
陵
比
定
）

や
植
山
古
墳
（
推
古
天
皇
陵
比

定
）
な
ど
大
王
級
の
石
棺
に
も

使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
で
も
、
な
ぜ
直
線
距
離
で
約

５
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
離
れ

た
所
ま
で
運
ん
だ
の
か
？ 

ど

う
や
っ
て
運
ん
だ
の
か
？ 

阿

蘇
ピ
ン
ク
石
の
魅
力
は
何
か
？

い
ま
だ
に
解
明
さ
れ
て
い
な
い

謎
が
数
々
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
謎
を
少
し
で
も
解
明
し

よ
う
と
阿
蘇
ピ
ン
ク
石
の
産
地

で
あ
る
熊
本
県
宇
土
市
や
九
州

の
研
究
者
が
中
心
と
な
り
「
大

王
の
ひ
つ
ぎ
実
験
航
海
」
実
行

委
員
会
が
結
成
さ
れ
、
昨
年
か

ら
石
を
切
り
出
し
て
古
代
船
で

石
棺
を
運
ぶ
計
画
が
動
き
出
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
夏
の
一

カ
月
を
か
け
て
宇
土
か
ら
大
阪

ま
で
約
８
６
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
航
海
を
行
い
、
石
棺
を
運
び

ま
す
。

　
航
海
は
、
古
代
か
ら
寄
港
地

と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
港
を
た

ど
る
海
路
を
推
定
し
、
有
明
海

―
九
州
西
北
沿
岸
の
東
シ
ナ
海

―
玄
界
灘
―
関
門
海
峡
―
瀬
戸

内
海
―
大
阪
湾
と
進
み
ま
す
。

そ
の
道
中
に
、
万
葉
集
に
も
詠

ま
れ
た
牛
窓
の
港
に
も
寄
港
し

ま
す
。

　
今
回
石
棺
を
運
ぶ
船
は
、
丸

太
を
組
み
合
わ
せ
た
筏
と
丸
太

船
で
あ
り
、
そ
れ
を
古
墳
か
ら

見
つ
か
っ
た
埴
輪
の
船
を
参
考

に
し
て
作
ら
れ
た
、
丸
太
を
刳

り
抜
き
、
舷
側
板
を
付
け
た
櫓

漕
ぎ
の
準
構
造
船
で
牽
引
し
ま
す
。

　
は
た
し
て
、
古
代
人
の
苦
労

は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
？
　
古
代
船
は
無

事
に
航
海
で
き
る
の
で
し
ょ
う

か
？
　
夢
が
膨
ら
み
ま
す
ね
。

も
う
二
度
と
な
い
こ
の
機
会
に
、

ぜ
ひ
牛
窓
港
に
来
て
自
分
の
目

で
確
認
し
、
古
代
の
ロ
マ
ン
に

触
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ー
古
代
と
海
へ
の
挑
戦
ー
　

　
　
　
　
　
　
大
王
の
ひ
つ
ぎ
実
験
航
海

築山古墳の石棺

「大王のひつぎ実験航海」

牛窓寄港記念講演会

と　き　８月７日（日）

　　　　午後１時30分～３時

ところ　市牛窓支所３階

　　　　大会議室

演　題　「大王のひつぎ実験航海

　　　　について―古代と海への

　　　　挑戦―」

講　師　宇土市教育委員会

　　　　藤本　貴仁 氏

参加費　無料

※講演会のほか、石材の搬出など

　の写真パネル展を開催します。

「大王のひつぎ実験航海」

一行を迎えよう！

歓迎式典参加者募集

　牛窓港に来る古代船をクルーザ

ーヨットで出迎えます。寄港した

古代船にも触れる機会があるかも。

と　き　８月20日（土）

　　　　午後２時～５時ごろ

※天候の状況で、寄港日や寄港時

　間が変更することがあります。

ところ　牛窓ヨットハーバー

定　員　20人（先着順）

※定員はクルーザーヨットに乗船 

　できる人数であり、陸上で待機

　する場合は定員はありません。

参加費　無料

■問い合わせ先　

　市教育委員会社会教育課

　　０８６９―３４―５６０４

涯スポーツこのコーナーは、生涯学習や生
紹介します。に生き生きと取り組む皆さんを紹

皆さんも仲間入りしませんか？

広報 せとうち No.92005.8 1819
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